












































































































































































































































































































































































































































































































































































































長 傭告 納紀 仕 法政
史
学
第
三
十
二
号
赤田又五郎、法名善阿、
（ママ領力）
為
惣
鉄
越
後
国
赤
田
保
地
両
郷
、
地
頭
職
当
知
行
相
統
之
、
渡辺源太、
与
兄
同
討
死
、
四
十
九
歳
渡
辺
七
郎
観
応
二
辛
卯
九
月
十
七
日
江
州
蒲
生
野
合
戦討死、
渡
辺
十
郎
、
法
名
本
仏
、
建武元年風足利直義卿屯所々、
貞和二年戊三月四日卒、四十七歳、
渡
辺
源
太
渡辺勘解由左衛門尉、
建武元年六月十八日後醐醍天皇締旨
頂戴之、
全語 応赤
田
庄
司
渡辺源治郎、
足利直義卿近習也、
渡辺孫十即、
観応二辛卯年十二月十九日、上野囚
那
須
郡
那
和
原
合
喚
之
時
風
井
桃
直
常
之
手
、
於
此
戦
場
肘
死
、
実
任
子
也
、
目
壮
年
近
習
子
足
利
直
義
卿
、
貞
和
二
年
父
週
跡
摂
州
渡
辺
村
、
茨
木
村
地
頭
職
当
知
行
相続、
信漉
辺
源
二
郎
、
左
衛
門
尉
、
観応二年父死後、幼年而為流浪身、
価
赴
越
後
国
、
受
赤
田
氏
蕊
育
、
貞
治
元
壬
寅
二
月
到
子
越
前
国
福
井
、
受
斯
波
義
将
之
扶
助
、
同
六
年
丁
未
九
月
依
武
術
家
之
推
挙
、
目
征
夷
大
将
軍
足
利
義
満
公
賜
恩
禄
、
居
干
京
都
、
応
安
四
年
辛
亥
今
川
伊予守貞世入道了俊、任九州探題、
下
向
子
豊
後
国
府
内
芙
、
価
鈎
命
属
了
俊
魔
下
、
始
居
住
子
豊
後
国
．
（文書１）
（文翻２）
（文醤３）
応
永
三
子
年
了
俊
止
探
題
職
、
上
洛
依
遅
参谷、被召上遠州守護職為浪躯英、
依
大
友
修
理
太
夫
親
世
九
州
探
題
補
任
也
了俊上洛之時、黄衣一組留圏豊府、
ママ
信
者
黄
衣
母
司
頭
也
、
了
俊
依
御
事
永
留
魁府、為大友鴎下者也、
（文聾４）
応
永
十
二
乙
酉
年
九
月
十
二
日
卒
、
行
年
六
十
九
歳
号顕恭院殿左金吾校尉日海寛桂大禅
定
門（文書１）
就
鎮
西
大
将
下
向
致
馳
走
於
西
国
励
戦
功
可被忠節侯依仰執達如件、（細川頼之）
応
安
四
年
正
月
十
一
日
武
蔵
守
判
渡
辺
源
次
郎
殿
（文書２）
於
高
崎
城
抽
戦
功
無
比
類
働
之
由
大
友
友
馬
介
親
世
別
而
注
進
之
飴
、
最
神
妙
向
後
弥
不
可
有
抽
断
候
、
猶
於
京
都
所
言
上
如
件、応
安
四
年
十
二
月
廿
一
日
了
俊
判
渡
辺
源
次
郎
殿
（文瞥３）
於
豊
後
国
高
崎
城
被
致
、
忠
猶
為
城
瞥
衛
之
由
今
川
了
俊
大
友
親
世
脈
状
之
趣
股
神
妙
至
之
也
、
弥
可
励
軍
忠
労
之
条
、
依
仰
執逮如件、
（細川頼之）
応
安
五
年
二
月
十
六
日
武
蔵
守
判
渡
辺
源
次
郎
殿
（文密４）
為
地
頭
職
当
知
行
於
海
部
郡
仲
村
細
村
七
十町速見郡真那井村五十町都合百二
十
町
宛
之
飴
可
被
為
所
務
候
恐
（
を
）
麹
一三口、応永四年正月十一日
親
批
判
渡
辺
左
衛
門
尉
殿
渡辺源次郎、右馬允、
母消田丹後守源親有女、
応永二十年三月為大友親世君使節趣
肥前国平戸於船中卒、三十九歳、
号
真
如
院
殿
右
○
風
閑
行
善
居
士
ｌ家長光、早世
ｌ親安兄家嗣
（胴）
親
嗣
一一一
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｜
基
戦
国
武
士
の
系
譜
に
関
す
る
一
考
察
（
福
川
）
景 女秋
吉
兵
部
亟
妻
直
新
四
郎
、
兄
同
前
親
安乙、
兄
同
前
弥次郎、
応永三十一年五月八日於新愈井伏諌
松若丸、長門守、母岐部左近大夫女
応永二十年兄親嗣死後依大友親世君
命家督嗣継、同年十月補任速見郡地
頭職、賜食邑真郡井村、同二十二年
五
月
、
依
探
題
職
之
命
、
被
没
所
帯
、
是
識訴不糺故也、其来由府中三田井丹
波
入
道
有
争
輸
之
事
例
被
纏
云
…
木
付
讃
竣
守
親
公
為
討
手
寄
釆
於
其
郷
井
邑、無調親安脱走、依之従士小川某
木付勢二向テ、我者渡辺長門守也、
唯今切腹家宅焼亡ト呼、擁立云々、
親
安
従
士
長
野
某
卜
主
従
、
間
道
ヨ
リ
落
入千一戸城潜伏、後有故、屋形殿親
世
公
再
召
出
、
同
二
十
四
年
三
月
本
領
之
内、賜速見郡中真那井村五十町、右
下文、其後孝親公叛逆之時、大神親
増参味方、依頼共防戦討死、
号
安
功
院
殿
長
州
太
守
勲
山
利
微
居
士
持宮若丸、左京亮、弾正忠、
ママ
母
大
神
母
大
神
伊
予
守
源
親
増
女
文安二年十月九日卒、三十七歳
号
安
楽
寺
殿
侍
御
束
即
翁
元
忠
居
士
｜
女
ｌ
連 隆伊藤
九
郎
祐
光
妻
源十即、治部少輔、
母同前、子孫相続、岩門之祖、
明応九年十月三日卒、六十八歳、
任テ真那井之秋吉、母同前、
明応四乙卯年、大友政親公鋤中国、
七月十一日於長門国戦死、七十七歳
号忠誠院殿武蔵大守艮山真入居士
腺凹次郎、《武講
Ｉ
女
岩
門
渡
辺
幡
暦
守
妻
Ｉ
良
ママ
新四郎、源内左衛門尉、築前守、対
馬
守母同前、東政所、半畠両家祖、
ｌ信
舎
兄
没
後
、
家
督
松
若
丸
、
後
豊
後
守
熊千代、兵庫介、長門守、
母工藤内蔵助女、
延徳三辛亥年同慈寺仏殿造立為奉
行、氷正二乙丑年菊池義宗卒五万余兵、
府
内
城
敗
而
帰
国
、
達
義
長
公
以
弟
之
信
、
然
猶
子
、
入
見
仏
山
浄
土
寺
、
為
満
替上人弟子出家、四十二歳、
天文元年二月十一日遷化、五十九歳
号
功
替
愚
腿
一
一
一
一
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す
な
わ
ち
「
永
正
元
年
、
武
蔵
守
安
、
依
重
病
、
閥
府
内
出
仕
、
折
節
四
郎
大
夫
ト
云
浪
人
以
武
州
為
代
、
府
内
出
仕
而
後
、
同
三
年
、
武
州
病
平
癒
、
四
郎
大
夫
曽
不
退
、
永
所
帯
可
押
領
由
、
因
弦
、
相
論
、
府
中
奉
行
依被裁許、三十三町内十町四郎大夫宛領、武州秋吉屋鋪側居住、
至愛、真那井渡辺五家分也、秋吉東、秋吉西、岩門、東、半畠」
と
い
う
。
こ
う
し
て
新
た
に
渡
辺
氏
の
系
譜
に
連
な
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
西
秋
吉
家
は
自
家
創
設
以
外
の
事
項
に
つ
い
て
は
、
自
家
の
系
譜
に
最
も
淡
々
と
し
て
い
た
事
は
想
像
に
難
く
な
い
。
事
実
、
こ
れ
ま
で
実
見
し
た
真
那
井
渡
辺
信女早
世
某
友
松
丸
、
早
世
法
政
史
学
第
三
十
二
号
松若丸、宮内少輔、摂津守、後長門
守、母安部舎人佐女、
氷
正
二
乙
丑
年
為
鱗
猶
子
、
受
義
長
公
命
而
、
継
家
督
、
同
九
年
正
月
若
宮
大
宮
司
高
山
和
泉
守
平
直
貞
依
仰
、
願
若
宮
造
営
事
、
有
裁
評
、
価
信
承
直
貞
命
、
為
奉
行
、
至
大
坂
堺
、
調
材
木
、
同
十
月
成
功、同年八月十一日義長公逝去、
五
家
共
府
中
成
出
仕
、
釛
役
殿
中
衆
卜
号
、
両
秋
吉
、
岩
門
、
東
政
所
、
半
畠
、
是五家也、
｜
安 康渡
辺
新
次
郎
、
右
京
亮
天
文
六
年
閏
十
月
九
日
大
友
義
鑑
公
御
判
有之、
同廿三年五月一一日去、四十八歳、
安
泰
院
殿
義
康
居
士
渡
辺
源
次
郎
、
武
蔵
守
天文三年正月廿一一一日去、三十一歳、
真
那
井
村
五
十
町
と
内
拾
町
譲
渡
、
東
秋
吉
祖
’
尚
｜
女 鏡諸系図の内、「邦夫系図」が最も潤色・誤謬が少なく、最も客観
的
に
渡
辺
氏
の
系
譜
を
伝
え
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
渡辺系図によれば、真那井渡辺氏は渡辺綱の後喬で、その
始祖
信は観応二年（一三五一）上野国那和原合戦に父の応を失ない、
幼少にして流浪の身となった。そこで越後国赤田保に一族を頼っ
て赴き、赤田氏に養われて成人した。貞治元年（一一一一六二）越前
福井に到り斯波義将に仕えた。そして貞治六年（一三六七）義将
の
推
挙
を
得
て
将
軍
足
利
義
満
の
番
衆
と
な
っ
て
京
都
に
居
を
移
し
た
。
し
新五郎、帯刀允、
天
正
十
四
年
薩
州
勢
乱
入
時
、
十
二
月
十
二
日
原
牟
田
人
数
引
其
、
深
江
城
二
赴
処
、
於
樋
原
薩
州
勢
戦
死
幻
道
義
忠
居
士
茂
兵
衛
木
付
城
下
住
佐
藤
藤
右
衛
門
妻
統新五郎、弾正忠、掃部亮、
文禄元辰年高麗陣大友義統公手勢六
千余騎朝鮮阿為先陣渡唐、
同
二
年
夏
於
朝
鮮
国
、
領
国
被
召
上
、
毛
利輝元卿領地防州大畠蟄居、頼朝公
時代建久七年一一元祖左近将鑑源能直
珊
国
以
来
、
至
左
兵
衛
亮
義
統
二十二代而没家、慶長五庚子年関ヶ
原
前
義
統
御
奉
行
依
推
挙
、
自
防
州
再
当
ママ
同江乱入、九月十一二日於石原黒田加
水
木
付
城
代
、
松
井
佐
渡
守
卜
合
戦
大
友
敗
北
云
勾
当
村
六
人
中
有
故
事
木
付
甑
城
、
両
秋
吉
、
岩
門
、
東
政
所
、
半
畠
、
河
内
、
忠
岩
守
節
居
士
、
慶
長
五
年
九
月
十
三
日
夫、
一
四
（後略）
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かし、今川了俊が九州探題として九州へ下向するに際し、信もま
た将軍の命をうけ、了俊魔下として豊後国へ下る事になった。応
安四年（’三七一）正月の事である。信は了俊黄母衣組の頭であ
ったという。
文書２，３によれば、信は了俊の子義範に従がって備後尾道津
から豊後高崎城に入って篭城、菊池氏と対時したようである。菊
池
氏
と
の
戦
い
は
熾
烈
を
極
め
、
七
月
か
ら
翌
年
正
月
ま
で
百
余
度
の
合
戦
を
し
た
と
い
う
。
応永二年（一三九五）閏七月、了俊は突然探題職を止められ、
（１）
京
都
に
召
還
さ
れ
た
。
こ
の
時
、
信
は
豊
後
に
留
め
置
か
れ
た
。
応
永
四
年、大友親世から仲村細村、真那井村都合百廿町を宛行れ、信は
大
友
氏
に
臣
従
す
る
事
に
な
っ
た
。
こ
の
背
景
と
し
て
は
、
二
十
余
年
大
友
氏と共に戦ってきたことは勿論、清田・岐部氏など大友麟下の国
人から室を迎えるなど、信が早くから大友氏に接近していたこと
が考えられよう。
真那井村は元来、戸次氏庶流利根氏の所領であったが、南北朝
動乱期を経て、応永頃には守護大友親世の支配下にあったようで
ある。渡辺氏はその始めから居館を真那井村に置いていたと思わ
れる。一一一、に示す「城」がその居館だったようだ。
渡辺氏は親安（親）代に存亡の危機に瀕した。応永二十二年二
四一五）五月、親安は府内で三田井丹波入道と争論し、このため
ざん訴された。ざん言を信じた親世は親安の所領を没収し、木付
親公を討伐軍として真那井へ遣った。親安の兄弟は皆謙に伏し、
真那井村の居館は焼亡した。親安は舅大神親増の一戸城に身を潜
戦
国
武
士
の
系
譜
に
関
す
る
一
考
察
（
福
川
）
め、時期を待った。応永二十四年（一四一七）親世から再び出仕
を許され、本領の内、真那井村五十町の糸を回復したという。
では、この渡辺系図は何時頃成立したものであろうか。現存す
る
諸
系
図
は
主
と
し
て
分
家
の
際
に
書
き
分
け
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
が、その記事の内容、文言などから推して、大きくは室町末期と
江戸中期の二時期に、今日伝来されるような形に編纂されたもの
と思われる。
応永二十四年渡辺家再興がなり、その後、連（岩門家祖）、良
（東政所・半畠家祖）と分家の成立を契機として、系図の編纂が
行われたのであろう。
編纂はおそらく渡辺家に代々伝えられてきたであろう本系図に
加筆する形で進められたのであろう。応永二十二年の変で家の童
書の多くを失なったと思われるが、鎌倉期から南北朝動乱・室町
初期までの記事は記録としての信愚性が高いと思う。この時期の
編纂は一定の方針の下に正史や信頼すべき自家の伝承に依拠して
行われたようである。
例えば、定Ｉ了ｌ恒代の記事の多くは「吾妻鏡」からの引用で
（２）
ある。南北朝動乱初期、渡辺氏は多く足利直義の下で働いている
が、これらの活動についての記事に対応する史書等は現在の所浮
んでこないので、おそらく伝承にもとづく記述なのであろう。
信の経歴は正に室町初期政治史の縮図そのものと言える。信と
斯波義将の関係は五味文彦氏の指摘する室町幕府における番衆編
（３）
成の一例を示すものといえよう。
信
へ
宛
て
ら
れ
た
四
点
の
文
書
の
原
本
は
い
ず
れ
も
現
存
し
な
い
。
主
一五
Hosei University Repository
た、その文言を詳細に検討すれば若干不適当な用語があり、戦国
的影響も感じられる。このことはただちに文書が存在したこと自
体を否定するものではないだろう。系図編纂に際し失なわれた文
書を復元した時、時代が反映したであろう。
戦国期Ｉ近世初期の系図はおそらく江戸中期に編纂されたもの
と思われる。この時期の編纂は個々の渡辺家において行なわれ、
共通記事は名字・法名・官途・受領名などに限られている。戦記
類がそのまま引用されている事があり、取り扱いには注意を要す
る。一例をあげれば、永正十三年の朽網親満の乱を俗説に従って
天文十三年の事件としている。
これは一族全部が帰農してしまったことの反映として良質の史
料を得られなくなったのであろうか、あるいは近世初頭の動乱の
中で一族に関する伝承が失なわれてしまったのであろうか。幸
い、この時期については若干古文書が残っており、その欠を補な
うことができる。
（１）川添昭二「今川了俊」（吉川弘文館、昭⑬）八九’九○、
二一一頁。
（
２
）
例
え
ば
、
定
…
…
治
承
四
年
八
月
十
七
日
、
山
木
合
戦
、
了．．…・文治二年八月二十七日、士佐守国基家人刑部丞量
（五）
童
、
建
久
六
年
八
月
廿
日
、
頼
朝
天
王
子
参
詣
栢一……宝治元年三浦合戦、
宝
治
元
年
十
二
月
二
十
九
日
、
京
都
大
番
役
、
文応二年元日、相州館焼飯、など。
（３）五味文彦「在京人とその位置」（史学雑誌八三’八、昭
側・８）一八頁。
法政史学第一一一十二号
こ
こ
で
は
渡
辺
家
相
互
の
関
係
と
そ
の
系
図
・
文
書
の
伝
来
と
の
関
係
に
ついて見ていきたい。次の略系図はこれらを一覧の下に示すもの
である。
真那井渡辺氏初代、信が父応を亡くした時、越後国赤田保へ赴
き、赤田氏の保護を受けたことを考えると、信の母はあるいは赤
田渡辺氏の出であったのかもしれない。しかしながら、赤田氏に
つ
い
て
は
現
在
の
所
、
現
地
に
は
定
お
よ
び
了
に
関
す
る
伝
承
が
残
る
の
承
（１）
で、関係文書系図等は何も発見されていない。
信は了俊の京都召還後は大友親世の被官となり、幕府との関係
は切れる。信は親世Ⅱ親世被官への接近を通じて、土着、在地領
主化の途を歩んだ。これは明徳三年（一三九一一一）南北朝合体前後
から急速に進行しつつあった大友氏による守護領国形成の動きに
対応するものであろう。
しかし、応永二十二年の事件で渡辺氏の領主化への方向は一頓
挫する。渡辺氏は海部郡仲村細村にも所領を与えられていたよう
だが、現在のところこれに関する史料は見い出し得ない。応永二
十四年の再興後は主として真那井村に依拠して領主化していっ
た。十五世半ば頃から庶子家の創設が始められる。おそらく不測の
事態にそなえるためであったと思われる。応永二十二年の事件が
教訓となったのであろう。
いわかど
まず親安第三子連をもって岩門家が創設された。
一一
一一ハ
Hosei University Repository
真那井渡辺系図(抄） 〈東秋吉〉１８１９２０２１２２２３２４〈木村領庄屋〉戦国
武
士
の
系
譜
に
関
す
る
一
考
察
（
福
川
）
図
図
図
評
評
図
書
書
巍圓丞、
文
文
瓠
縣
郷
戊
戊
系
敞
戊
園図図
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良
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蘭
鷺７範
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1６侍７隆
く岩門〉〆 〈前期天領庄屋〉
速~'鮓左[:~光工舞惠浄三雲：繍冨:姜董注､｢義夫系図」により作成した
岩門家の系図は現在渡辺辰生氏宅にある（以下、「辰生系図」
という。）。「辰生系図」によれば光は文禄二年（一五九三）の太
閤検地に際し、真那井村弁済使となった。以後代戈岩門家は同役
を勤め、のち一時天領庄屋となっている。
寛永中頃、領内一統困窮し、村人で逃散する屯の相続き、この
ため岩門の田畑は荒れ、岩門家も衰弱した。寛永二十年（一六四
三）、光の子知は山香郷藤木村の弟長野郷紀の許に身を寄せたが、
この時連以降充代の重書類を悉く持参し、岩門家には僅かに三通
のゑ残ったという。
いま辰生氏宅には渡辺常太郎氏旧蔵の大友文書が二点ある。宛
先はいずれも「源十郎」となっているので、岩門系の文書に間違
いない。おそらく三通の内の一一通であろう。これらは系図と共に
（２）
河野睦男氏から辰生氏に譲渡された。
藤木村へ移った大友文書については現存することは分ったが、
郷紀家が絶え、文書類が一族諸家に広く散在したため、その所在
（３）
を掴むのは時日を要する。
いずれにしても岩門家伝来文書についての「辰生系図」の江戸
中期の記事は正確だったといえよう。
つぎに隆の子良をもって東政所家が創設された。
真那井八幡宮神主和気家が断絶したため、文明十六年二四八
四）、良が真那井東政所に移住し、神職を継いだという（「義夫系
ひ
が
し
・
図」）。天領庄屋旧宅跡地西側の地を地元では「東」と呼んでいる。
（４）
おそらくここに東政所家の居屋敷があったのであろう。
天正十一年（一五八三）、良から五代目及が真那井宮大宮司小
一
七
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石
等
七
人
に
討
た
れ
、
こ
の
時
東
政
所
家
々
伝
の
文
書
類
は
悉
く
散
逸
し
た
という（「義夫系図」。
（５）
慶長十六年（一六一一）「小倉藩人畜改帳」によれば、真那井
村
の
庄
屋
は
二
郎
左
衛
門
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
東
政
所
家
の
信
と
思
わ
れ
る
。
「
義
夫
系
図
」
に
は
「
慶
長
五
年
以
来
真
那
井
地
頭
職
相
続
」
と
あ
（６）
る
。
東
政
所
家
は
の
ち
真
那
井
村
上
が
天
領
と
な
る
と
天
領
庄
屋
職
を
世
襲
したが、幕末に至って庄屋職を半畠家に譲ったようだ。
半畠家は良の雛二子経に始まる。
半畠家の系図は渡辺素生氏氏が所蔵しているらしいが、目下の
ところ調査できずにいる。旧天領庄屋渡辺武蔵氏旧蔵文書の内大
友
文
書
二
十
一
点
は
現
在
大
分
県
立
図
書
館
に
架
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
文書中半数は宛先が「次郎三郎」、「六郎」、「熊千世」などとなっ
ている。これはいずれも半畠家惣傾の通名である（「義夫系図」）
ので、武蔵家は半畠家直系子孫であったと思われる。これは武蔵
氏
弟
の
子
孫
義
夫
家
で
は
良
（
東
政
所
・
半
畠
家
祖
）
の
墓
を
先
祖
墓
と
し
ている事からも言える。
西
秋
吉
家
成
立
の
事
情
に
つ
い
て
は
す
で
に
一
、
で
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る。辰生氏宅の西側には「おかた」（西秋吉家元本家）、二別田」、
「田野」、「西」などの家号を持つ家が固まって並んでいる。「邦
夫
系
図
」
に
よ
れ
ば
「
前
田
」
以
下
は
い
ず
れ
も
近
世
に
な
っ
て
西
秋
吉
家
から分出した家である。
西
秋
古
家
と
他
の
渡
辺
四
家
と
の
間
に
は
婚
姻
・
養
子
縁
組
関
係
な
ど
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
系
図
ま
つ
り
も
義
夫
氏
等
半
畠
渡
辺
家
と
は
法
政
史
学
第
三
十
二
号
さ
て
渡
辺
氏
惣
領
東
秋
吉
家
は
江
戸
期
、
代
と
杵
築
領
庄
屋
職
を
世
襲
し
た
が
、
幕
末
に
な
っ
て
直
系
男
子
が
絶
え
た
ら
し
い
。
半
畠
家
か
ら
六
郎
の
弟
寿
郎
が
養
子
と
な
っ
て
東
秋
吉
家
を
相
続
し
て
い
る
。
東
秋
吉
家
の
系
図
は
本
家
の
渡
辺
素
生
家
、
杵
築
の
渡
辺
嘉
彦
家
、
渡
辺
良
一
家
な
ど
に
伝
来
し
て
い
る
が
、
古
文
書
類
は
全
て
散
逸
し
て
今
は
な
い。ただ安岐町掛樋渡辺左近氏所蔵の一一十三点の大友文書からそ
の
片
鱗
を
う
か
が
う
の
糸
で
あ
る
。
左
近
家
は
増
の
子
孫
で
、
代
女
掛
樋
村
庄屋を勤めた。左近文書は二月五日付大友義鎖跡目安堵状一点を
除き、あとは全て写しである。分家に当って一族の証しとして作
成されたのであろうが、東秋吉家文書が散逸した現在では貴重で
ある。以上主に渡辺諸家の江戸期における興亡とその伝来系図・文書
とについて述べてふたが、古文葺学の面から見ると興味ある事が
分った。
渡
辺
氏
で
は
い
ず
れ
も
分
家
に
際
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
系
図
を
書
き
分
け、伝来文書の写しを作成、あるいは一部原本を与えられてい
る。そして系図文書等は、たとえ他に移動する事があっても、原
則として一族内部で移動している。それ故、系図をたどりながら
その子孫を探していくと古文書類の発見が期待できるということ
別
個
に
行
わ
れ
て
い
る
。
今
も
な
お
血
の
原
理
が
生
き
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か。邦
夫
家
に
は
天
文
五
年
閏
十
月
九
日
付
大
友
義
鑑
所
領
預
置
状
以
下
七
点
の大友文書が現存する。いずれも西秋吉家伝来文書である。
一
八
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である。
（
１
）
赤
田
氏
の
子
孫
で
、
現
在
所
在
が
判
明
し
て
い
る
の
は
、
近
江
赤
田
氏
と
虫
川
赤
田
氏
の
承
で
、
直
系
の
越
後
赤
田
氏
に
つ
い
て
は
何
も
分
ら
な
い
。
近
江
赤
田
氏
の
子
孫
は
三
重
県
四
日
市
市
赤
田
盛
弥
氏
で
、
虫
川
赤
田
氏
の
子
孫
は
新
潟
県
東
頚
城
郡
浦
川
原
村
赤
田
哲
郎
氏
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
両
家
共
数
代
前
に
関
係
文
書
を
全
て
失
っ
て
いる。
（
２
）
本
文
書
は
大
分
県
史
料
二
五
巻
に
、
「
河
野
睦
男
氏
所
蔵
文
書
」
と
し
て
す
で
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
県
史
料
褐
戦
後
、
河
野
氏
か
ら辰生氏に譲渡された（辰男氏談による）。
（
３
）
久
米
忠
臣
氏
談
に
よ
る
。
（
４
）
こ
の
一
帯
は
周
囲
の
田
地
よ
り
も
若
干
高
く
な
っ
て
お
り
、
決
し
て
水
没
し
た
事
は
な
か
っ
た
と
い
う
。
（
５
）
大
日
本
近
世
史
料
「
小
倉
藩
人
畜
改
帳
豈
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一九五六年）八○’八三頁。
かさ
し
Ⅲ
（６）村の中央にある年の神川を境に西側を「上」、東側を「下」
と
い
う
。
正
保
二
年
（
一
六
四
五
）
上
は
天
領
、
下
は
杵
築
藩
領
と
な
っ
た
。
応永二十二年、木付親公は親安を討つに当って、城戸より放火
し真那井城に攻め寄せたというＱ義夫系図」）。
じ
よ
う
き
ど
真那井西端の丘陵は「城」と呼ばれ、その南端には「城戸」と
いう小字がある。おそらくこの丘上に渡辺氏の居館が築かれてい
た
の
で
あ
ろ
う
。
戦
国
武
士
の
系
譜
に
関
す
る
一
考
察
（
桶
川
）
一一一
畢鞠噸鰯瞬鵬
咽拒氏威 露
一
九
①新屋敷（渡辺辰生氏宅）②得宗屋敬③馬場の観音堂④真那井（井戸）⑤東（渡辺定氏宅）⑥渡辺家墓地
⑦半畠屋敷⑧岩門屋敷（真那井幼稚園）⑨尾首屋敷（河内熊男氏宅）⑩瀬戸屋敷（河内氏）
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「城」東側の平地は「塩屋」または「浜」と呼ばれているから、
真那井城は海に突き出た岬の上に築かれていたといえる。
隆は真那井東端の秋吉に居屋敷を設けて移り、連は「城」東麓
に岩門屋敷を造った。良は平地の真中、東政所屋敷に移り、その
子経は「城山」に半畠屋敷を創った（真那井略図）。
こうして渡辺氏は真那井の東西を固めつつ、次第に真那井中央
部低湿地に進出し、これを開拓していった。
親安は応永二十四年大友親世から真那井村五十町分を安堵され
たという。これは惣領東秋吉家によって代な相伝されたようであ
る。天文五年（一五三六）閏十月九日、義は大友義鑑から五十町分
預け置かれている（「左近文書上。しかし、同日付で渡辺各庶家
（１）
に給されたのは、各々真那井之内本田畑一町分であった（「邦夫
文書」、「辰生文書」、「県立図書館文書己。
「左近文書」をとくに偽文書とすべき積極的理由が見つからな
い限り、惣領家と庶家との間には再生産基盤において大きな懸隔
が
あ
っ
た
と
い
え
る
。
旧領安堵体制というのが戦国的秩序であれば、義鑑は一世紀以
上にわたって真那井村を開発し、村落領主化していた惣領家の存
在を否定することはできなかった。他方、渡辺庶家は義鑑から個
別的に所領を給与され、義鑑の直臣化しており、「真那井衆」、
「真那井六人衆」と呼ばれる軍役衆を形成していた。
真那井村五十町分といっても、いわゆる本田畑はおそらくその
数分の一にすぎなかったであろう。現在の真那井の田畑の大部分
法
政
史
学
第
三
十
一
一
号
は江戸中期以降の新田開発によるものである。大部分は空閑地・
山野河海であり、惣領家はそれらに対し広範な開発利用権を認め
られたのであろう。
各庶家が直臣化という政治的地位獲得を契機として、自己の再
生産基盤を強化し、社会的地位の上昇をはかろうとすれば、当然
の事ながら大きな既得権を享有する惣領家との間に何らかの対立
が避けられなくなるであろう。義鑑は渡辺庶家を血族集団という
結合原理のオブラートの中に包みこゑ、血の紐帯を利用すること
で対立抗争を未然に防ぎつつ、惣領家に特権を認め、これを支援
し、その指導下に新しい軍事集団を形成、維持していった。
真那井衆は渡辺五家と河内氏とから成っていた。河内氏は多田
源氏の末畜で、河内左衛門尉定光の時、利を失ない下野国から豊
後国に下り、大友親世から大神庄内に所領（真那井か）を給され
たという（「河内勲氏所蔵系図」）。河内氏は重代十町歩の知行を
得て、真那井村瀬戸屋敷に居住した。
真那井衆の軍役には通常三つあった。水軍としての海上警固、
陸兵としての鹿越城番、「殿中衆」としての府内勤番である。
「大友之時公用船六艘井手船数多有之也」（「嘉彦系図ごとあ
るから、真那井村では常時数十名の水主・戦闘員を擁して大友氏
からの警固船催促に応じていた。真那井衆は日出・石垣及び大分
・大野川河口の水軍衆と共に「府内水軍」を形成し、別府湾Ⅱ府
内の防衛に当っていた。渡辺氏が豊後土着に当って、親世から海
部郡仲村細村、真那井と、別府湾口左右に所領が与えられたの
は、渡辺党のもつ水軍力が期待されたからであろう。
一
一
○
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古
文
書
の
上
か
ら
う
か
が
え
る
真
那
井
衆
の
水
軍
と
し
て
の
活
動
例
で
は、天文初年の対大内戦、永禄年間の対毛利戦、天正三年の一条
氏土佐渡海支援などがある（「左近文書」、「県立図書館文書」）。
鹿
越
城
は
豊
前
大
内
氏
に
そ
な
え
る
た
め
大
友
氏
に
よ
っ
て
日
出
・
山
香
境に設けられた番城で、賀来中務少輔・谷川三郎兵衛尉のような
番将が府内から派遣（「左近文書」、「河内勲文書」）され、主にⅡ
出周辺の給人が勤番に当った。
真
那
井
衆
が
陸
兵
と
し
て
出
陣
す
る
場
合
は
、
大
体
国
東
郡
屋
山
城
主
で、大友氏老臣である吉弘氏の同陣者（寄子）として働いている
（「左近文書」、「河内文書」、「県立図書館文書己。
ま
た
、
真
那
井
衆
は
「
殿
中
衆
」
と
し
て
府
内
へ
出
仕
し
、
大
友
館
の
警
衛に当った（「邦夫系図」、「河内系図」）。天文十九年二五五○）
の「一一階崩れの変」では岩門家の左は三郎殿（塩市丸）の護衛に
当っていたという（「辰生系図」）。
戦国末期真那井の様子をしのばせる史料として「小倉藩人畜改
帳」がある。
慶長十六年（一六一一）二月当時、真那井は真那井村家付と浦
手分とに分かれており、家付の家数は一一十七軒、人口は五十三
人、浦手分の家数は六軒、人口は一一十五人、合計家数は一一一十三
軒
、
人
口
は
七
十
八
人
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
内
労
働
可
能
な
男
子
は
最
大
（２）
三
十
九
名
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
数
字
は
大
友
氏
が
課
し
て
い
た
軍
役
を
勤めるには若干不足するように思われる。
「改帳」には走人三名の名前がかかげられている。この内、助
左
衛
門
は
東
秋
吉
家
益
、
彦
左
衛
門
は
同
じ
く
澄
と
思
わ
れ
る
（
「
義
夫
系
戦
国
武
士
の
系
譜
に
関
す
る
一
考
察
（
福
川
）
お
わ
り
に
以上、主として、聞きとり調査と系図の検討を通じて、真那井
渡辺氏の中世ｌ近世の動向について述べてきた。
南
北
朝
動
乱
期
、
東
国
か
ら
西
国
に
下
向
し
て
室
町
御
家
人
か
ら
守
護
被
図」）。これはおそらく慶長五年（一六○○）の関ヶ原の戦Ⅱ石原
垣の戦敗戦の結果で、相当の走人が出たのであろう。
慶
長
五
年
九
月
九
日
、
西
軍
に
つ
い
た
大
友
吉
統
は
別
府
立
石
に
上
陸
し、田原親賢、宗像鎮統等旧臣を集めた。当時木付城は東軍細川
忠興が領し、松井康之が城代であった。松井は速見郡内の庄屋百
姓
を
人
質
に
と
っ
て
反
乱
を
お
さ
え
て
い
た
。
こ
の
時
、
渡
辺
氏
も
ふ
な
木
付城に人質となった（「邦夫系図」、「義夫系図」）。十一日、大友
方
は
木
付
城
を
攻
撃
し
、
二
の
丸
の
人
質
を
奪
い
返
し
、
本
丸
に
せ
ま
っ
た。結局木付城を落すことはできず、立石へ退いた。この時、渡
辺氏は敗軍を真那井浦から亀川浦まで船で送り、立石陣の大友軍
に合流したという（「辰生系図」）。
（
１
）
天
文
六
年
十
二
月
、
左
京
亮
康
に
与
え
ら
れ
た
坪
付
（
「
邦
夫
文
書
」
）
に
よ
れ
ば
、
秋
吉
内
本
田
八
段
三
十
歩
、
お
の
屋
敷
内
畠
地
弐
段
と
な
っ
て
お
り
、
貫
高
に
直
せ
ば
届
屋
敷
分
数
貫
分
に
相
当
し
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
故
大
友
氏
か
ら
課
せ
ら
れ
る
軍
役
を
ま
っ
と
う
す
る
た
め
に
は
惣
領
家
か
ら
経
済
的
に
合
力
を
受
け
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
（
拙
稿
「
戦
国
期
大
友
氏
の
軍
事
編
成について」法政史学二八号、六一一一’六四頁）。
（
２
）
大
日
本
近
世
史
料
「
小
倉
藩
人
畜
改
帳
邑
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
五
六
）
八
○
Ｊ
八
五
頁
。
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官化した渡辺氏のような事例がかなり多くあることが、これまで
の調査の中で分ってきた。
豊後大友氏の場合、これまで鎌倉地頭御家人の系譜を持つ在地
領主層を中心に、戦国期の家臣団編成が考えられてきた。しか
し、これだけでは室町・戦国期における大名権力の自立性・変成
とかの問題を十分説明することはできない。
これらの問題を検討する場合、渡辺氏のような室町御家人の系
譜を持つ家臣団の存在をひとつ考慮に入れなければならない。す
なわち、建武収公地・守護領を主たる基盤とするこれら新在地領
主層は在地領主化の過程において大名権力の規制を強く受け、迷
心的性格の強い旧在地領主層と較べて、「近臣」的性格・吏僚的
性
格
を
濃
厚
に
示
し
て
い
る
。
そ
の
求
心
的
性
格
は
、
例
え
ば
、
石
垣
原
の
戦にはせ参じたという渡辺氏の例にも示されている。
渡辺氏は近世になって、近世大名の家臣団の中に組み入れられ
ることもなく、戦国末期の社会構成を保持したまま一族全部旧領
地に帰農した。また、第二次大戦中、真那井全体が海軍基地用地
として国に買収されたが、結局建設工事がなされないまま、戦後
返
還
さ
れ
、
そ
し
て
、
戦
後
開
発
の
波
も
真
那
井
に
は
及
ば
な
か
っ
た
た
め、真那井の景観が大きく変ることはなかった。
このような僥倖に支えられて、渡辺氏に関する史料伝承等が比
較的豊富に真那井に残ることになった。これらの史料伝承等を更
に発掘し、中世村落・中世武士団の姿を復元しようとするのが筆
者の目標であり、小論はその第一歩である。
最後に、多くの御教示と史料提供をたまわった杵築郷土史研究
法
政
史
学
第
三
十
二
号
会の久米忠臣氏、ならびに渡辺次真・渡辺辰生氏等渡辺一族の方
々に謝意を表し、小論を終えたい。
Ｃ
九
八
○
・
一
）
〔補注〕
真那丼略図に示した「瀬戸屋敷」については、初め地元での御
教示に従い、⑩に置いてこれを浜屋数ととらえてふた。しかし、
その後の調査で尾首山から「瀬戸川」と呼ばれる小さな谷川が流
れ
出
て
い
る
事
が
分
っ
た
。
瀬
戸
川
は
略
図
で
示
す
と
丁
度
⑨
ｌ
③
ｌ
⑦
の
線上を流れている。この谷川は現在では気のつかぬ程小さな野辺
の流れにすぎないが、中世の真那井にとっては重要な水源であっ
たと思われる。おそらく中世其那井の屋敷は瀬戸川は沿って点在
していたのであろう。それ故、のちにはあちこち移ったにしても
鮫初の瀬戸屋敷は⑦ｌ⑨の線上の何処かにあったものと思われ
る。
（一九八○・二）
一
一
一
一
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